
O V E R V I E W  /  概要

南三陸町内の里山を歩き、楽しみ、里山について学ぶ。

対象者・参考教科

小学校4～6年 大人 中高生

参考教科等：---

Photo Photo

C O U R S E  F L O W  /  講座の流れ R E Q U I R E M E N T  /  実施条件

実施場所 現地見学

所要時間 180分

対応人数 10人程度

準備物等 山を歩ける服装
飲み物、おやつ

N O T E S  /  備考

現地集合、保険は各自でお願いします。
対応期間：１０月～５月頃

みやぎエコ・エデュケーション・プログラム ( M E E P )環境出前講座

STEP 01. 導入

里山の集落がスタート地点。里山の暮らしぶり。里山とはなにか解
説する。

STEP 02. 発展

登山道を歩く。炭窯、果樹園、牧草地、杉人工林、雑木林などを見
ながら、機能やそこにいる生き物などについて解説。海が見える山
頂からは流域の環境について説明。時間があれば小枝を拾ってロケ
ットストーブを体験する。

STEP 03. まとめ

里山には流域に生きる人や動植物と切っても切れない大切な役割が
あることを知る。薪炭林 などかつて役割を失った山を、今の経済
や防災などの観点から活かし守る方法の一例を学び、 自分たちや
未来の暮らしを守るためのヒントとする。

M I YA G I  P R E F E C T U R A L  G O V E R N M E N T
E N V I R O N M E N T  &  L I F E  D E PA R T M E N T

自然環境

里山ってなんだろう
石井　洋子
INSTRUCTOR



O V E R V I E W  /  概要

・石巻市雄勝町の大原川流域を歩いて源流を探す活動
・源流の湧き水は森の土中から湧いてくることを、穴を掘って確
かめる活動
・川の水はどこから流れてくるのか探す活動を通して、湧き水が
出ている源流を探しあてるとともに、源流の湧き水は森の土中か
ら湧いてくることを確かめ、森林の保水機能について気づく。

対象者・参考教科

小学校4～6年

参考教科等：4 年生 社会：水はどこから、4 年生 理科：自然のなか
の水のすがた 、5 年生 社会：わたしたちの生活と森林 、　5 年生
理科：流れる水のはたらき、6 年生 理科：生き物のくらしと環境

C O U R S E  F L O W  /  講座の流れ R E Q U I R E M E N T  /  実施条件

実施場所 野外活動

所要時間 90分（45分×２）

対応人数
１クラス（40 人まで）、 引率教
師最低3 人必要 （１人は救護用車
担当）

準備物等 児童：長袖ズボン・シャツ（半袖不
可）、帽子、長靴、軍手、水筒 教
師：記録カード

N O T E S  /  備考

主催団体と学校側との事前の打合せの中で、指導者と先生の役割分担を話し合って決める。記録用のまとめのカー
ドの形式も同様とする。アクティブ・ラーニングを意識した探求的な活動（課題設定、討論、発表、課題の解決、
記録など）を工夫する。

【参考文献】
●徳水博志著「森・川・海と人をつなぐ環境教育」 ２００４年 明治図書
●Amazon 電子版 徳水博志著「森・川・海と人をつなぐ環境教育― 地域を素材にした子どもたちの探求的な総合学
習の記録
ーものの見方・考え方」で「認識の力」を育てるー（２２世紀アート）

STEP 01. 導入

本時の課題を確かめる。予想（仮説）を立てる。

STEP 02. 発展

源流まで歩く。湧き水が出る源流を探す。 源流から湧き水が出て
くる理由を考える。

STEP 03. まとめ

振り返り・記録・感想発表、挨拶

自然環境

川の水はどこからくるのか　　　　
～里山の源流さがし体験活動～

德水　博志
INSTRUCTOR

雄勝環境教育センター



O V E R V I E W  /  概要

・仙台市宮城野区蒲生干潟で小グループに分かれ、生き物調査を行う。

・室内で震災からよみがえった蒲生干潟の回復過程、干潟や七北田川の自

然と生物のスライドや動画でプレゼンテーションを行う。

・いずれも生命の宝庫である干潟には数多くの生きものが、多様な環境に

適応して生きていることを知ると共に、東日本大震災で壊滅的な被害を受

けた干潟生態系が再生しつつあることを実感し、自然と共に生活すること

の大切さを考えることをねらいとして実施する。

C O U R S E  F L O W  /  講座の流れ

T A R G E T  /  対象

学年・対象者

小学校4～6年 大人 中高生

小学校理科・中学校 理科・高校理
科の生物分野

R E Q U I R E M E N T  /  実施条件

場所
座学(対面)、野外活動、

現地見学

時間 ４５～９０分

人数 ２０～８０人程度

準備物等 座学：スクリーン・プロジェ

クターまたは大型テレビ 野

外：帽子、長靴、水筒、バケ

ツ水網、シャベルなど

M E E P  I N D E X :  0 1

S E C T I O N  0 1

S E C T I O N  0 2

STEP 01. 導入

野外活動：干潟の生き物調査方法と実際に歩きながら見つけた動植物の名

前や生態を説明。　室内：蒲生干潟や七北田川について簡単に説明。

STEP 02. 発展

野外活動：小グループに分かれて干潟の生物を採集し、配布した干潟生き

もの図鑑で名前を 調べる。その後、講師がそれぞれの生物名をチェック

し、詳しい生態を解説。 室内：プロジェクターやテレビを使ってスライド

や動画を上映。体験型クイズも実施。

STEP 03. まとめ

野外活動：干潟には実に多くの生物が多様な生活様式でくらしていること

を解説。干潟が人間にとっても重要であることを理解してもらう。　室内：

干潟生態系の役割とSDGs との関連を説明し、干潟の重要性を理解しても

らう。

MIYAGI PREFECTURAL GOVERNMENT

自然環境

干潟（ひがた）にはどんな生

き物がすんでいるのだろう？
ー生命の宝庫・蒲生干潟のひ

みつー

熊谷　佳二

P R E S E N T E D  B Y

蒲生を守る会



VISUAL GALLERY /  補足情報

N O T E S  /  備考

対応期間：室内は1 年中野外活動は主に春～秋（荒天時以外） 冬は渡り鳥の観察のみ可能

対応地域：宮城県内どこでも

準備物：事前に用意した資料ファイルを参加人数分印刷願います

野外活動での現地までの移動手段は各自で手配願います

G A L L E R Y  /  イメージ写真

M E E P  I N D E X :  0 2

MEEP PROGRAM

S U P P L E M E N T A R Y

A C T I V I T I E S

1 2 3

M I Y A G I  P R E F E C T U R A L  G O V E R N M E N T



O V E R V I E W  /  概要

川で活動する際に気を付ける事や川でくらす生き物の観察の仕方
などをレクチャー。

対象者・参考教科

未就学児 小学校1～3年 小学校4～6年 中高生 大人

参考教科等：---

Photo

C O U R S E  F L O W  /  講座の流れ R E Q U I R E M E N T  /  実施条件

実施場所 野外活動

所要時間 90分

対応人数 60人程度

準備物等 運動着、帽子、スニーカー、水筒、
着替え、替えの靴等、救急セット、
ブルーシート、タオル

N O T E S  /  備考

ライフジャケットレンタル代300円

みやぎエコ・エデュケーション・プログラム ( M E E P )環境出前講座

STEP 01. 導入

ライフジャケットの着用　川の歩き方　水生生物の採取と観察

STEP 02. 発展

採取した水生生物の観察

STEP 03. まとめ

川は楽しい場所であると同時に危険もある

M I YA G I  P R E F E C T U R A L  G O V E R N M E N T
E N V I R O N M E N T  &  L I F E  D E PA R T M E N T

自然環境

川で遊ぼう
カワラバン
INSTRUCTOR

菅原正徳



O V E R V I E W  /  概要

上中下流による流れの様子の違いと地域の川にくらしている水生
生物の観察

対象者・参考教科

未就学児 小学校1～3年 小学校4～6年 中高生 大人

参考教科等：---

C O U R S E  F L O W  /  講座の流れ R E Q U I R E M E N T  /  実施条件

実施場所 座学(対面)

所要時間 90分

対応人数 60人程度

準備物等 スクリーン　プロジェクター

N O T E S  /  備考

未就学児は水生生物の観察をメインに実施

みやぎエコ・エデュケーション・プログラム ( M E E P )環境出前講座

STEP 01. 導入

上中下流それぞれの流れの特徴を学ぶ

STEP 02. 発展

地域の川にくらしている水生生物の観察する

STEP 03. まとめ

観察した水生生物から地域の環境を学ぶ

M I YA G I  P R E F E C T U R A L  G O V E R N M E N T
E N V I R O N M E N T  &  L I F E  D E PA R T M E N T

自然環境

川に学ぼう
カワラバン
INSTRUCTOR

菅原正徳



O V E R V I E W  /  概要

身近な自然の観察を通して，道端にある植物が薬草になることを
理解し，植物の季節，利用の仕方，生物多様性とSDGｓを意識し
た私たちの生活のかかわりを学びます。

対象者・参考教科

小学校4～6年

参考教科等：---

Main Visual

Photo Photo

C O U R S E  F L O W  /  講座の流れ R E Q U I R E M E N T  /  実施条件

実施場所 座学(対面)、野外活動、現地見学

所要時間
各45分 （講義45分，薬草園見学
等45分）

対応人数 ２５人程度

準備物等 講義：パソコン，スクリーン，プロ
ジェクター等
実習・見学：手袋，ルーペ等

N O T E S  /  備考

・実施場所：教室，野山，薬草園等
・講義のみの受講も可

みやぎエコ・エデュケーション・プログラム ( M E E P )環境出前講座

STEP 01. 導入

・身近な植物の多くが薬草として昔から健康維持・増進に利用され
ていることを理解します。

STEP 02. 発展

・薬草として利用される植物の季節，花，葉，根などの利用の仕方
を理解します。　

STEP 03. まとめ

・生物多様性を理解し，セルフメディケーションのひとつとして薬
草をもっと身近に感じよう。

M I YA G I  P R E F E C T U R A L  G O V E R N M E N T
E N V I R O N M E N T  &  L I F E  D E PA R T M E N T

自然環境

身近な薬草を知ろう
今野　勇

INSTRUCTOR

日本薬用植物友の会　副会長



O V E R V I E W  /  概要

世界農業遺産「大崎耕土」について、居久根（いぐね）、巧みな
水管理システム、農業と生きものの関わり、食文化と農文化、を
噛み砕いて説明します。　

対象者・参考教科

小学校4～6年

参考教科等：5年生社会科「くらしを支える食料生産」

Main Visual

Photo Photo

C O U R S E  F L O W  /  講座の流れ R E Q U I R E M E N T  /  実施条件

実施場所 座学(対面)

所要時間 45分

対応人数 30人程度

準備物等 電子黒板、パソコン

N O T E S  /  備考

対応期間：通年

みやぎエコ・エデュケーション・プログラム ( M E E P )環境出前講座

STEP 01. 導入

大崎耕土の副読本やパソコンを使って説明をします。

STEP 02. 発展

これからの大崎耕土について考えます。

STEP 03. まとめ

説明の振り返りと感想をまとめます。

M I YA G I  P R E F E C T U R A L  G O V E R N M E N T
E N V I R O N M E N T  &  L I F E  D E PA R T M E N T

自然環境

世界農業遺産「大崎耕土」を知
ろう

高橋　のぞみ
INSTRUCTOR

　　　　　　NPO法人蕪栗ぬまっこくらぶ事務
局長



O V E R V I E W  /  概要

沼や田んぼの生きものを学校で展示して観察します。野外で生き
もの観察をする前の事前学習として最適です。　

対象者・参考教科

小学校1～3年 小学校4～6年

参考教科等：---

Main Visual

Photo Photo

C O U R S E  F L O W  /  講座の流れ R E Q U I R E M E N T  /  実施条件

実施場所 座学(対面)

所要時間 45分

対応人数 20人程度

準備物等 机、顕微鏡。コンセントから電力が
使用できる環境が必要

N O T E S  /  備考

実施期間：6月1日〜8月30日（要相談：左記以外の日程も相談可能）

みやぎエコ・エデュケーション・プログラム ( M E E P )環境出前講座

STEP 01. 導入

蕪栗沼について解説します。

STEP 02. 発展

蕪栗沼にどんな生きものがいるのか、観察します。

STEP 03. まとめ

今日の一番の絵を作成します。

M I YA G I  P R E F E C T U R A L  G O V E R N M E N T
E N V I R O N M E N T  &  L I F E  D E PA R T M E N T

自然環境

生きもの出前授業
高橋　のぞみ

INSTRUCTOR

　　　　　　NPO法人蕪栗ぬまっこくらぶ事務局長



O V E R V I E W  /  概要

宮城県に飛来する冬の渡り鳥について、渡りのルートや越冬地、
絶滅の危機から復帰するまでのお話をします。宮城県の県の鳥で
ある雁について、昔話や身近な道具に残る言葉などを交えて詳し
く解説します。

対象者・参考教科

小学校1～3年 小学校4～6年

参考教科等：5年生国語「大造じいさんとがん」

Main Visual

Photo Photo

C O U R S E  F L O W  /  講座の流れ R E Q U I R E M E N T  /  実施条件

実施場所 座学(対面)

所要時間 45分

対応人数 制限なし

準備物等 パソコン、スクリーン、プロジェク
ター、マイクセット※ネット接続が
できる環境

N O T E S  /  備考

対象学年：全学年（5～6年生が適切）
対応期間：10月〜2月上旬　（要相談）

みやぎエコ・エデュケーション・プログラム ( M E E P )環境出前講座

STEP 01. 導入

蕪栗沼について解説します。　

STEP 02. 発展

クイズ形式で渡り鳥について理解を深めます。

STEP 03. まとめ

マガンは全国で見られるわけではないことを学習します。

M I YA G I  P R E F E C T U R A L  G O V E R N M E N T
E N V I R O N M E N T  &  L I F E  D E PA R T M E N T

自然環境

渡り鳥について
高橋　のぞみ

INSTRUCTOR

　　　　　　NPO法人蕪栗ぬまっこくらぶ事務局長



O V E R V I E W  /  概要

身近な自然環境（山林、川、ため池、公園等）の観察会。自然の
大切さや自然の中で過ごす楽しさを体験します。山野草、昆虫・
水生生物、野鳥、季節等感じての生活、地元産業・農林漁業との
繋がりを学びます。地元を好きになる授業を心掛けます。

対象者・参考教科

小学校4～6年 小学校1～3年 大人

参考教科等：（小学校）生活、総合等、全学年 （大人）町内会や公
民館の行事

Main Visual

Photo Photo

C O U R S E  F L O W  /  講座の流れ R E Q U I R E M E N T  /  実施条件

実施場所 座学(対面)、野外活動、現地見学

所要時間 90分、可能であれば半日～１日

対応人数
25人程度人数が多い場合は班分
割、時間分割

準備物等 自然観察会：観察対象によりその都
度連絡
講話：パソコン、スクリーン、プロ
ジェクター。
資料：原稿渡し

N O T E S  /  備考

事前に授業の狙いや前後の授業の流れを伺います。学校周辺の自然環境を調査した上、学年毎の授業を提案しま
す。学びでふるさとを好きになることに繋がることを期待します。林業や漁業への理解につながります。

みやぎエコ・エデュケーション・プログラム ( M E E P )環境出前講座

STEP 01. 導入

（例）3年生　学校近くの自然公園観察（ふるさと再発見）観察会
―なんか楽しそう！・・・（パソコン・プロジェクター等使用）教
室で雰囲気づくりをして散策開始。

STEP 02. 発展

「みいつけた！」「これなあに？」・・・個々の感性を大切に積極
的な気づきを引き出していきます。

STEP 03. まとめ

活動を振り返り、感想や気づいたことを話し合います。

M I YA G I  P R E F E C T U R A L  G O V E R N M E N T
E N V I R O N M E N T  &  L I F E  D E PA R T M E N T

自然環境

地元の自然を楽し
く学ぼう

髙田　豊
INSTRUCTOR

元・宮城県こもれびの森森林科学館管理事務所長　　　　
宮城県森林インストラクター



O V E R V I E W  /  概要

磯の生き物たち(ヒトデや貝、ナマコ、ハゼなどの小魚)を自分たち
で見つけ採取し、それらの解説をおこなう観察会です。海のゴミ
拾い(ビーチクリーン)もおこなって、マイクロプラスチック問題に
もふれます。

対象者・参考教科

小学校4～6年 大人 未就学児 小学校1～3年 中高生

参考教科等：---
Photo

C O U R S E  F L O W  /  講座の流れ R E Q U I R E M E N T  /  実施条件

実施場所 野外活動

所要時間 ６０分～１２０分

対応人数
1 クラス程度・未就学児は保護者
同伴

準備物等 バケツ・採取用手網

N O T E S  /  備考

▪対応期間：4月〜7月上旬
▪対応日：潮が大きく引く日(大潮・中潮)・最干潮時の前後1時間あたり
▪対応地域：岩礁海岸(磯)
▪持ち物：タオル・飲み物・ワーク手袋・着替え（濡れた時用。必要な人）
▪服装：ぬれてもよい服・滑らない靴（ビーチサンダル不可）・作業手袋・帽子
*保険は主催側で加入ください。もしくは個々人でお願いします。
*見学場所までの移動手段は各自で手配願います。

STEP 01. 導入

・自己紹介、場所と施設(トイレなど)の説明、リスク(危ない場所・
行動・生き物)の説明

STEP 02. 発展

・磯の生き物採取と説明を2回繰り返す ・浜辺のゴミ拾い

STEP 03. まとめ

・さまざまな生き物たちが磯に居て、つながりあって生息している
ことを伝える…生物多様性。 ・彼らの生息をおびやかすゴミや環
境変化について伝える。

自然環境

磯の生き物観
察会

平井　和也
INSTRUCTOR

　　　　　登米市環境教育リーダー／特定非営利活動法人海の自然史研究所 チーフエデュケーター／
元川と海のビジターセンター長



O V E R V I E W  /  概要

海のさまざまな環境(湿地・外洋・磯・砂浜など)で起こることを体
験的に学べるよう、学年に応じてプログラムデザインしていま
す。例えば「水鳥たちのウェットランド食堂」という3 年生用のプ
ログラムでは、湿地での水鳥たちの食べ物をめぐる共存、環境へ
の適応について、水鳥になって体験することで実感し学びます。

対象者・参考教科

小学校4～6年 小学校1～3年

参考教科等：---

C O U R S E  F L O W  /  講座の流れ R E Q U I R E M E N T  /  実施条件

実施場所 座学(対面)

所要時間 60～120分

対応人数 1 クラス40人程度(相談可)

準備物等 グループワークができるテーブルセ
ット、スクリーン、プロジェクター

N O T E S  /  備考

▪対応期間：年中可
▪場所：教室/こちらで実施場所の手配も可(その際は借室代が発生します)
▪持ち物：筆記用具
▪服装：動きやすい服装
*実施場所までの移動手段は各自で手配願います。

みやぎエコ・エデュケーション・プログラム ( M E E P )環境出前講座

STEP 01. 導入

「海を学ぶためにクラスに海を持ってきた！」と言って、学ぶ対象
の海の要素/環境の写真・ 動画などでイメージを作る。

STEP 02. 発展

対象の海の環境で起こること(プランンクトンの浮遊、魚の存在、
鳥の採餌など)を体験的に 学ぶ。

STEP 03. まとめ

海の生き物たちが環境に適応してきて、今の生物多様性が構築され
ていることを確認する。

M I YA G I  P R E F E C T U R A L  G O V E R N M E N T
E N V I R O N M E N T & L I F E D E PA R T M E N T

自然環境

海の自然科学・環境教育　　　　
プログラム　MARE

平井　和也
INSTRUCTOR

登米市環境教育リーダー／特定非営利活動法人海の自
チーフエデュケーター／元川と海のビジターセンター長



O V E R V I E W  /  概要

MAREと同様の海の自然科学・環境教育プログラムですが、海研
オリジナルの小学校高学年〜大人向けのものです。海の環境はサ
ンゴ礁・寒流・暖流となっていて、特に寒流の海プログラムは三
陸をフィールドに、サケの回遊・磯焼け・北の魚の識別などをテ
ーマに開発しています。

対象者・参考教科

小学校4～6年 中高生 大人

参考教科等：---

C O U R S E  F L O W  /  講座の流れ R E Q U I R E M E N T  /  実施条件

実施場所 座学(対面)

所要時間 60～120分

対応人数 1 クラス40人程度(相談可)

準備物等 グループワークができるテーブルセ
ット、スクリーン、プロジェクター

N O T E S  /  備考

▪対応期間：年中可
▪場所：教室/こちらで実施場所の手配も可(その際は借室代が発生します)
▪持ち物：筆記用具
▪服装：動きやすい服装
*実施場所までの移動手段は各自で手配願います。

みやぎエコ・エデュケーション・プログラム ( M E E P )環境出前講座

STEP 01. 導入

「海を学ぶためにクラスに海を持ってきた！」と言って、学ぶ対象
の海の要素/環境の写真・ 動画などでイメージを作る。

STEP 02. 発展

対象の海の環境で起こること(サケの回遊、磯焼け、サンゴの白化
など)を体験的に学ぶ。

STEP 03. まとめ

・海の生き物たちが環境に適応してきて、今の生物多様性が構築さ
れていることを確認する。

M I YA G I  P R E F E C T U R A L  G O V E R N M E N T
E N V I R O N M E N T & L I F E D E PA R T M E N T

自然環境

海の自然科学・環境教育　　　　
プログラム　Poseidon

平井　和也
INSTRUCTOR

登米市環境教育リーダー／特定非営利活動法人海の自然史研究所
チーフエデュケーター／元川と海のビジターセンター長



（仮称）みやぎエコ・エデュケーション・プログラム（MEEP：ミープ）メニュー 

 
 

MARE(Marine Activities Resources & Education) & Poseidon(Program Of Study Encouragement. Inquiry, Diversity and OceaN) 

アクティビティ説明 

対象/アクティビティ 内容 関連教科 

未就学児向け   

1.⽔がいっぱい 
実際に⽔をさわって、その性質に気づくアクティビティ。コ
ップの上にいっぱいに⼊れて表⾯張⼒を学んだり、いろいろ
な形の容器に⼊れてその流動性を理解したりする。 

・・・ 

⼩学校低学年向け   

2.海辺のシャレード 磯の⽣き物たちのことを学び、その⽣態を形態模写してから
だで表現する。 

⽣活 

3.タイドプールブギ 
タイドプールブギという磯の⽣き物をテーマにした歌を学
び、⾳楽にあわせて歌いながら、海辺のシャレードで学んだ
形態模写をダンスする。 

⽣活 
⾳楽 
体育 

4.ビーチコーミング 
〜舞台の上の砂 

実際の砂浜をケースのなかで再現して、砂浜に落ちているも
のの由来を知り、ゴミについても学ぶ。その後、砂にフォーカ
スしてどうやって砂ができるのかを学び、そのプロセスを絵
葉書で表す。 

⽣活 
国語 
図⼯ 

5.⿂をつくろう 
⿂が持ついろいろなパーツ(ヒレやエラなど)の機能を、着ぐ
るみで作った⿂にみんなでパーツを貼り付けていくことで学
ぶ。その後、機能を満⾜した思い思いの⿂の絵を描く。 

⽣活 
図⼯ 

⼩学校中学年むけ   

6.⽔⿃たちの 
ウェットランド⾷堂 

⾷べ物に対する⿃たちのクチバシの適応と、⽣息地の多様性、
⽣物の多様性を、体験的な学び合いによって理解を進める。
数を数える、グラフを読み取ることなども⾏い、研究報告と
はどういうものかということも知る。 

⽣活 
理科 
国語 
算数 

7.⾚い⿂を探せ 
光の７⾊についてと⽔の関係を知り、⾚い⿂が暗い場所にい
る理由を探る。海中での⾚い⾊の⾒え⽅を、潜⽔模擬体験を
して実感する。 

⽣活 
理科 
国語 
図⼯ 

8.⿂!サカナ!さかな! 

⿂の体の形やパーツなどを、いくつかの種類の⿂を⾒⽐べる
ことで理解を深め、その⿂がどういう場所に⽣息しどういう
⽣態をしているのかを推測する。実際に⿂に触れるアクティ
ビティ。 

⽣活 
理科 
国語 

9.海藻バイキング 
&海藻カルタ 

導⼊に海藻を説明したカルタを⾏い、振返りで海藻について
基礎知識を得る。海藻の持つ性質が私たちの⽇常⽣活に活⽤
されていることを、バイキング形式のアクティビティで学ぶ。 

⽣活 
理科 
国語 

⼩学校⾼学年むけ   

10.りんごと海 

りんごを地球にたとえて、それを切ることから陸と海の割合
や、私たちの飲料⽔を得る場所の⼤きさ、⾷料としての⿂を
得る場所の⼤きさなどを学ぶ。地球をふく⾵や⾃転、海流な
ども学ぶ。 

理科 
算数 



（仮称）みやぎエコ・エデュケーション・プログラム（MEEP：ミープ）メニュー 

 
 

11.廃棄物処理 
海に捨てられたゴミがどのようになっていくのかを予測し、
⽔槽を使って実際に捨ててみることで実感する。温度によっ
て⽔がどうなるか、対流という概念なども学ぶ。 

理科 
国語 

12.プランクトンレース 

プランクトンとはどういう⽣き物か、⽔中環境にどう適応し
て⽣息するのかを学ぶ。⽇常⽤品で⽔中に浮くプランクトン
もどきを作ってみることで、⾃然の不思議さを知る。浮⼒の
学習になる。 

図⼯ 
理科 

13.サメとの遭遇 

仮想の湾に⽣息するサメの個体数調査を⾏い、研究のベース
となるモニタリング調査とは何かを知る。実際の漁業とサメ
の⽣息数との関係、今後の漁業や私たちの⽣活がどうあるべ
きかを考える。 

算数 
理科 
社会 

14. サーモンラン 
(サケの回遊) 

サケの基礎知識を学んだ上で、サケの回遊をテーマに作成し
たすごろくを⾏って、⺟船に回帰することがいかに困難なこ
とか、その要因に⼈間活動があることを理解する。 

算数 
理科 
社会 

15.サンゴの 
テリトリーウォーズ 

サンゴ礁を題材に、⾃然環境の変化が⼈間の⾏動にどのよう
に、またどのくらい影響されているのかを、⾃分たちがサン
ゴになり縄張り争いのカードゲームで学んでいく。モニタリ
ング調査とはなにかということも知る。 

理科 
算数 
社会 

16.出会いはサンゴ礁 
ダイバーシティ 

サンゴ礁は、地球上で熱帯⾬林と並んで⽣物多様性のもっと
も豊かな場所である。⽣態系の多様性とはどういうことなの
かをカードあわせゲームを通して学ぶ。 

理科 

中学⽣以上むけ   

17.燃える 
ロッキーショアを守れ 

ロッキーショア(磯)に起こる磯焼けという環境問題と原因を
知り、⾃分が漁師になって模擬漁業を営むことで、その対処
⽅法を⾃分たちで探る。 

数学 
社会 

18.イルカ調査隊 イルカの個体識別調査はどのようにおこなわれるものなのか
を知るカードアクティビティ。 

科学 

19.その⿂の正体を探れ ⾃然科学・⽣物の研究とはどういうことを⾏うのかを、⿂カ
ードを使っての種分類模擬研究を通して学ぶ。 

科学 

20.潮の⾊、いろいろ 
⾚潮、⻘潮という海の環境問題を、それぞれの説明ワードと
して⽤意されたカードを並べ、⽂章として成⽴させていくこ
とで学びとる。 

科学 
社会 
国語 

 
 
 
 
 



O V E R V I E W  /  概要

① レプリカ海鮮丼をつくろう

② タコレクチャーとたこ焼き作り

③ 鮮魚水族館

④ 潮工房 など

　三陸の海の食資源と環境学習を結びつけるプログラムで、食育に

も通じています。①食品サンプルで作った海鮮ネタを使った魚の生

態と流通を学ぶもの、②特産のタコにフォーカスしたもの、③未利

用魚を活用した魚の生態・多様性を学ぶもの、④海からの恵みであ

る塩を作ることを通して自給の重要度とマイクロプラスチックにふ

れるものなどがあり、選択いただきます。

C O U R S E  F L O W  /  講座の流れ

T A R G E T  /  対象

学年・対象者

小学校4～6年 大人

中高生

---

R E Q U I R E M E N T  /  実施条件

場所 座学(対面)

時間 ６０～１２０分

人数
１０～３０人程度（相談

可）

準備物等 グループワークができるテー

ブルセット、スクリーン、プ

ロジェクター

M E E P  I N D E X :  0 1

S E C T I O N  0 1

S E C T I O N  0 2

STEP 01. 導入

・人にとっての海から恵みは何だろう、海はなぜ大事なのだろうとい

う問いから、食を得てい ることを導き出す。

STEP 02. 発展

・各プログラムの体験活動を行う-①食品サンプルで海鮮丼作り②タ

コについて解説を受け、たこ焼き作り③未利用魚を直に触っての観察

会④塩作り

STEP 03. まとめ

・海からの恵みによって私たちの食が成立しているが、それは生き物

たちが多様に、豊かに暮らせる環境があるからだということを再認識

する。

MIYAGI PREFECTURAL GOVERNMENT

自然環境

三陸の海の食と環境を学ぶプ

ログラム
平井　 和也

P R E S E N T E D  B Y

　　　　　　　登米市環境教育リーダー

特定非営利活動法人海の自然史研究所
チーフエデュケーター

元川と海のビジターセンター長



VISUAL GALLERY /  補足情報

N O T E S  /  備考

▪対応期間：年中可

▪場所：調理実習室/こちらで実施場所の手配も可(その際は借室代が発生します)

▪材料(鮮魚)およびアシスタント代:一人あたり500円〜1,000円程度

▪持ち物：筆記用具

▪服装：汚れてもいい動きやすい服装、エプロン

*実施場所までの移動手段は各自で手配願います。

G A L L E R Y  /  イメージ写真

M E E P  I N D E X :  0 2

MEEP PROGRAM

S U P P L E M E N T A R Y

A C T I V I T I E S

1 2 3

M I Y A G I  P R E F E C T U R A L  G O V E R N M E N T



O V E R V I E W  /  概要

ニホンミツバチの生態や生涯、自然界での役割や人間との関わりについて

学び、多様性や社会性について考えます。

C O U R S E  F L O W  /  講座の流れ

T A R G E T  /  対象

学年・対象者

小学校4～6年 大人 中高生

---

R E Q U I R E M E N T  /  実施条件

場所 座学(対面)、野外活動

時間 45分（追加体験＋4０分）

人数 20人程度

準備物等 ①プロジェクター、スクリー

ン、モニターなどPCスライド

が投影できる設備 　②ミツロ

ウラップ＝アイロン 　③ミツ

ロウクリーム＝湯煎設備

M E E P  I N D E X :  0 1

S E C T I O N  0 1

S E C T I O N  0 2

STEP 01. 導入

ニホンミツバチの生態や生涯について学びます。小さな昆虫のコミュニケ

ーションや社会性、 個性があることを気付きます。

STEP 02. 発展

ニホンミツバチが暮らす環境や人間との関わりについて、蜜蝋の作り方の

実演を行いながら 理解します。

STEP 03. まとめ

ニホンミツバチが暮らしやすい環境、多様性のある自然環境について考え

まとめます。

○追加体験 ①ミツロウを使ってミツロウラップを制作します。洗って繰り

返し使えるラップを通じて、 プラスチックゴミについて考えます。 ②ミツ

ロウを使ってミツロウクリームを制作します。化粧品と環境についても触

れます。

MIYAGI PREFECTURAL GOVERNMENT

自然環境

「ニホンミツバチと多様性」

を学びながら、ミツロウでつ
くる暮らしのアイテム

森　佳代子

P R E S E N T E D  B Y

合同会社もものわ



VISUAL GALLERY /  補足情報

N O T E S  /  備考

・対象者により内容をアレンジします。

・追加体験を行う場合、事前準備と事後片付けに各40分お時間をいただきます。

・追加体験の場所は電源がとれる場所、水の使用が可能な場所に限ります。

・追加体験は別途材料費が必要となります。

（ミツロウラップ1,000円程度／枚、ミツロウクリーム1,500円程度／個）

G A L L E R Y  /  イメージ写真

M E E P  I N D E X :  0 2

MEEP PROGRAM

S U P P L E M E N T A R Y

A C T I V I T I E S

1 2

3 4

M I Y A G I  P R E F E C T U R A L  G O V E R N M E N T



O V E R V I E W  /  概要

日本の森林の現状、森林の持つ機能について理解し、人間の暮ら
しと森林がどのように関わってきたのかを体験しながら、これか
らの森林との関わり方について考えます。

対象者・参考教科

小学校4～6年 大人 中高生

参考教科等：---

C O U R S E  F L O W  /  講座の流れ R E Q U I R E M E N T  /  実施条件

実施場所 座学(対面)、野外活動

所要時間 45分（追加体験＋4０分）

対応人数 20人程度

準備物等 ①プロジェクター、スクリーン、モ
ニターなどPCスライドが投影できる
設備
②木工体験＝ブルーシート、鋸等

N O T E S  /  備考

〇追加体験
①木の香りを使ったルームスプレーを作ります。
②簡単な木工体験（割る、削る、磨くなど）を通じて小物を製作します。
・対象者により内容をアレンジします。
・石巻市牡鹿半島の弊社管理森林での受入も可能です。
・追加体験を行う場合、事前準備と事後片付けに各30分お時間をいただきます。
・追加体験②の場所は木材が落ちるので汚れても良い場所に限ります。
・追加体験は別途材料費が必要となります。
（ルームスプレー2,000円程度／枚、木工小物1,000円程度／個）

STEP 01. 導入

日本の森林の現状、森林の持つ多面的機能について学びます。森林
が私たちにとって大切な存在であることに気付きます。

STEP 02. 発展

暮らしと森林の関わりについて、木でできた道具や木材に触れなが
ら考えます。五感を通して木の温もりや香りを体感し、人間にとっ
て木が有益であることに気付きます。

STEP 03. まとめ

適切な森林資源の活用が森林環境を守ることに繋がることを学びま
す。どんな活用方法ができるかを考えまとめます。

自然環境

森林と私たちの暮らし
森　佳代子
INSTRUCTOR

合同会社もものわ



O V E R V I E W  /  概要

林業と森林環境保全について

対象者・参考教科

小学校4～6年 大人 中高生 小学校1～3年 未就学児

参考教科等：---

Main Visual

Photo Photo

C O U R S E  F L O W  /  講座の流れ R E Q U I R E M E N T  /  実施条件

実施場所
座学(対面)、野外活動、リモート
(Web等)、現地見学

所要時間 ６０～９０分

対応人数 １０～４０人程度

準備物等 プロジェクター

みやぎエコ・エデュケーション・プログラム ( M E E P )環境出前講座

STEP 01. 導入

人工林の環境を維持するには「間伐」による整備が必要。その整備
によりどのような効果が実現されるか。

STEP 02. 発展

受講者が森林環境保全に対して具体的にアクション出来る事を考え
る。

STEP 03. まとめ

具体的なアクションを実施していくための活動計画まで落とし込
む。

M I YA G I  P R E F E C T U R A L  G O V E R N M E N T
E N V I R O N M E N T  &  L I F E  D E PA R T M E N T

自然環境

森林環境教育
森　優真

INSTRUCTOR

合同会社もものわ





O V E R V I E W  /  概要

稲作をしながら、田んぼに住む生きもの達を探し、土の役割や世
界農業遺産認定の水管理、生きもの達の役割を学んでいきます。

対象者・参考教科

小学校4～6年 大人 中高生 小学校1～3年 未就学児

参考教科等：世界農業遺産副読本

Photo Photo

C O U R S E  F L O W  /  講座の流れ R E Q U I R E M E N T  /  実施条件

実施場所
座学(対面)、野外活動、リモート
(Web等)、現地見学

所要時間 ４５分～

対応人数 ６０人程度

準備物等 長靴、ハイソックス、帽子、タオ
ル、水筒、着替え

N O T E S  /  備考

・PTA行事受け入れ可能
お気軽にご相談ください

みやぎエコ・エデュケーション・プログラム ( M E E P )環境出前講座

STEP 01. 導入

・稲作の一年間の流れを知る

STEP 02. 発展

・季節ごとの作業（種まき・代掻き・田植え・除草・生きもの調
査・稲刈り・収穫祭・ お正月かざり制作等） ・生きもの調査 ・世
界農業遺産認定 水管理システムを学ぶ（現地視察等）

STEP 03. まとめ

・なぜ、その作業が必要なのかを知る ・生きもの達との関わりを
知る

M I YA G I  P R E F E C T U R A L  G O V E R N M E N T
E N V I R O N M E N T  &  L I F E  D E PA R T M E N T

自然環境

お米づくりから学ぶこと ～種まき・
田植えから収穫祭まで～

若見　朝子
INSTRUCTOR

大崎自然界部



O V E R V I E W  /  概要

宮城県に飛来する冬の渡り鳥「マガン」について
・渡りのルートや越冬地
・田んぼの役目

対象者・参考教科

小学校4～6年 大人 中高生 小学校1～3年 未就学児

参考教科等：小5 国語 「大造じいさんとが ん」

Main Visual

Photo Photo

C O U R S E  F L O W  /  講座の流れ R E Q U I R E M E N T  /  実施条件

実施場所 座学(対面)、野外活動、現地見学

所要時間 ４５分～

対応人数 制限なし

準備物等 ・パソコン、スクリーン、プロジェ
クター、マイクセット
※ネット接続ができる環境

N O T E S  /  備考

現地：蕪栗沼・化女沼 10 月〜３月上旬まで
・飛び立ち、ねぐら入りガイド対応可能
・見学場所までの移動手段は各自で手配願います
・お気軽にご相談ください

みやぎエコ・エデュケーション・プログラム ( M E E P )環境出前講座

STEP 01. 導入

・「マガン」の生態について学ぶ ・湿地（田んぼ）の役割を知る

STEP 02. 発展

・実際に羽や脚、嘴を触ってみる ・１日の過ごし方を知る

STEP 03. まとめ

・生態を知る頃で、なぜマガンは全国で見られるわけではないのか
を知る

M I YA G I  P R E F E C T U R A L  G O V E R N M E N T
E N V I R O N M E N T  &  L I F E  D E PA R T M E N T

自然環境

渡り鳥「マガン」について
若見　朝子
INSTRUCTOR

大崎自然界部



O V E R V I E W  /  概要

世界が認めた農業遺産「大崎耕土」について知る
・世界農業遺産とは
・大崎耕土とは
・先人たちが気づいた水管理システムとは
・多くの生きもが育つ水田とは

対象者・参考教科

小学校4～6年 大人 中高生 小学校1～3年 未就学児

参考教科等：世界農業遺産副読本

Main Visual

Photo Photo

C O U R S E  F L O W  /  講座の流れ R E Q U I R E M E N T  /  実施条件

実施場所 座学(対面)、野外活動、現地見学

所要時間 ４５分～

対応人数 制限なし

準備物等 ・パソコン、スクリーン、プロジェ
クター、マイクセット
※ネット接続ができる環境

N O T E S  /  備考

現地ガイド可能
見学場所までの移動手段は各自で手配願います
・お気軽にご相談ください

みやぎエコ・エデュケーション・プログラム ( M E E P )環境出前講座

STEP 01. 導入

・自分たちの住む地形や気候の特色に気づく

STEP 02. 発展

・地図を使って地形を調べ、水の流れ、地域の産業を知る ・水管
理システムを知る

STEP 03. まとめ

・環境を未来に残すために、自分たちにできる事を考える

M I YA G I  P R E F E C T U R A L  G O V E R N M E N T
E N V I R O N M E N T  &  L I F E  D E PA R T M E N T

自然環境

世界農業遺産について ～未来へ繋ご
うふるさとの宝～

若見　朝子
INSTRUCTOR

大崎自然界部



O V E R V I E W  /  概要

エコロジーとエコノミーの違いを知る

対象者・参考教科

小学校4～6年 大人 中高生 小学校1～3年 未就学児

参考教科等：---

Main Visual

Photo Photo

C O U R S E  F L O W  /  講座の流れ R E Q U I R E M E N T  /  実施条件

実施場所 座学(対面)、野外活動、現地見学

所要時間 ４５分～

対応人数 制限なし

準備物等 ・パソコン、スクリーン、プロジェ
クター、マイクセット
※ネット接続ができる環境

N O T E S  /  備考

・お気軽にご相談ください

みやぎエコ・エデュケーション・プログラム ( M E E P )環境出前講座

STEP 01. 導入

・エコって、なに？

STEP 02. 発展

・「エコバッグ」は、なに？身近な実例で考えてみる ・自分のエ
コバッグは、自然に優しいのか？ ・SDGｓとエコ

STEP 03. まとめ

・小さな積み重ねが世界を変えるかもしれない・・。自分ができる
エコ活動を考える

M I YA G I  P R E F E C T U R A L  G O V E R N M E N T
E N V I R O N M E N T  &  L I F E  D E PA R T M E N T

自然環境

エコ
若見　朝子
INSTRUCTOR

大崎自然界部



O V E R V I E W  /  概要

・「平和」について考える

対象者・参考教科

小学校4～6年 大人 中高生 小学校1～3年 未就学児

参考教科等：---

Main Visual

Photo Photo

C O U R S E  F L O W  /  講座の流れ R E Q U I R E M E N T  /  実施条件

実施場所 座学(対面)、野外活動、現地見学

所要時間 ４５分～

対応人数 制限なし

準備物等 ・パソコン、スクリーン、プロジェ
クター、マイクセット
※ネット接続ができる環境

N O T E S  /  備考

・お気軽にご相談ください

みやぎエコ・エデュケーション・プログラム ( M E E P )環境出前講座

STEP 01. 導入

・ユネスコにとっての「平和」を知る ・・AI が考える「平和」を
知る

STEP 02. 発展

・自分にとっての「平和」を考える

STEP 03. まとめ

・自分にとっての「平和」が、みんなの「平和」なのかを考える
・自分たちができることは、何かを考える

M I YA G I  P R E F E C T U R A L  G O V E R N M E N T
E N V I R O N M E N T  &  L I F E  D E PA R T M E N T

自然環境

みんなで「平和」について考えてみ
よう

若見　朝子
INSTRUCTOR

みやぎ北ユネスコ協会



O V E R V I E W  /  概要

身近に息づく生きもの達や植物の関連を通して、四季を感じ自然
界の不思議を読み解きます。
生きもの達の命のつながりを感じます。

対象者・参考教科

小学校4～6年 大人 中高生 小学校1～3年 未就学児

参考教科等：小学１年～２年生：生活科、小学３～６年生：理科、
世界農業遺産副読本

C O U R S E  F L O W  /  講座の流れ R E Q U I R E M E N T  /  実施条件

実施場所
座学(対面)、野外活動、現地見
学、リモート(Web等)

所要時間 ４５分～

対応人数 ６０人程度

準備物等 長靴、ハイソックス、帽子、タオ
ル、水筒、着替え

N O T E S  /  備考

・PTA行事受け入れ可能
お気軽にご相談ください

みやぎエコ・エデュケーション・プログラム ( M E E P )環境出前講座

STEP 01. 導入

・自分たちの環境を知る ・四季折々に生きものを採取し、知る

STEP 02. 発展

・姿を観察し、住んでいる環境の違いを知る ・生きもの調査等

STEP 03. まとめ

・身近には、四季を通じてたくさんの生きものたちが居ることを知
る ・生きもの達との関わりを知る

M I YA G I  P R E F E C T U R A L  G O V E R N M E N T
E N V I R O N M E N T  &  L I F E  D E PA R T M E N T

自然環境

里山の生きもの達
若見　朝子
INSTRUCTOR

大崎自然界部



O V E R V I E W  /  概要

身近な生きもの探し
生きもの達の役割を学んでいきます。

対象者・参考教科

未就学児 小学校1～3年 小学校4～6年 中高生 大人

参考教科等：小学１～２年生：生活科、小学３～６年生：理科、世
界農業遺産副読本

C O U R S E  F L O W  /  講座の流れ R E Q U I R E M E N T  /  実施条件

実施場所 座学(対面)、野外活動、現地見学

所要時間 ４５分～

対応人数 ６０人程度

準備物等 長靴、ハイソックス、帽子、タオ
ル、水筒、着替え

N O T E S  /  備考

・校庭、公園、スキー場等でも、可能なプログラムです
・現地までの移動手段は各自で手配願います
・お気軽にご相談ください

みやぎエコ・エデュケーション・プログラム ( M E E P )環境出前講座

STEP 01. 導入

・校庭や身近なところの生きものを探す

STEP 02. 発展

・生きものたちの居た場所を観察、なぜ、そこに居たのかを考える
・自然の多様性を知る

STEP 03. まとめ

・生きもの達との関わりを知る

M I YA G I  P R E F E C T U R A L  G O V E R N M E N T
E N V I R O N M E N T  &  L I F E  D E PA R T M E N T

自然環境

ぼくら環境見守り隊
若見　朝子
INSTRUCTOR

大崎自然界部



O V E R V I E W  /  概要

命のつながりを、考えます
生きもの達の役割を学んでいきます

対象者・参考教科

未就学児 小学校1～3年 小学校4～6年 中高生 大人

参考教科等：小学１～２年生：生活科、小学３～６年生：理科、世
界農業遺産副読本

C O U R S E  F L O W  /  講座の流れ R E Q U I R E M E N T  /  実施条件

実施場所 座学(対面)、野外活動、現地見学

所要時間 ４５分～

対応人数 ６０人程度

準備物等 長靴、ハイソックス、帽子、タオ
ル、水筒、着替え

N O T E S  /  備考

・PTA行事受け入れ可能
お気軽にご相談ください

みやぎエコ・エデュケーション・プログラム ( M E E P )環境出前講座

STEP 01. 導入

・身近な生きもの探し

STEP 02. 発展

・採取の仕方を知る ・四季を通じて、たくさんの生きものがいる
ことを知る ・すべて、繋がっていることを知る

STEP 03. まとめ

・生きもの達との関わりを知る

M I YA G I  P R E F E C T U R A L  G O V E R N M E N T
E N V I R O N M E N T  &  L I F E  D E PA R T M E N T

自然環境

生きものからSDGｓを学ぶ
若見　朝子
INSTRUCTOR

大崎自然界部・みやぎ北ユネスコ協会


